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巻頭言 

運命を変えた３人との出会い  
             教頭  寺田 五男         

新型コロナウイルス感染防止対策のため延期されていた煌雪祭（文化祭）も無事終了することができ

ました。『小さな島の物語 ～未来へ繋ぐ 僕らの笑顔～』のテーマのもと、短い準備期間でしたが、

文化部や１・２年生の生徒の皆さんが展示、ステージ発表、映像作品、バザー、演奏等を見事に作り上

げてくれました。生徒会役員や文化祭実行委員の皆さん、ありがとうございました。３年生は、進路実

現に向けて忙しい日々を過ごしていますが、ほっと一息できたのではないでしょうか。生徒の皆さん大

変お疲れ様でした。 

今回は、ソフトバンクホークスの柳田悠岐選手についてです。 

柳田選手は、広島市出身。２０１０年ドラフト２位でソフトバンクホークスに入団し、愛称は、ギー

タ、ミスターフルスイングとして、多くのファンに親しまれています。 

１ 広島商業高校の迫田監督との出会い 

高校通算１１本塁打、最後の夏の大会は県大会ベスト４、甲子園出場の経験がない無名の選手。「高

校野球が終わって、野球をやめようと思っていた。野球では飯食えないし･･。」しかし、迫田監督に

「野球やれ、まだやれ」と励まされ、地元の広島経済大学へ進学し、野球を続けることに。 

２ 広島経済大学の龍（りゅう）監督［プロ野球通算６０勝の名投手］との出会い 

「小さい頃からフルスイングした方が打てると思っていたが、小中高では、打てないと代えられてし

まうので、フルスイングするのは難しかった。」迷走する柳田選手を見て、龍監督は、「三振してもい

いから、しっかり振ることだけは忘れるな。自由にやれ。」と声をかけた。監督自身プロ野球で王貞治

選手（ホームラン世界記録８６８本）と何度も対戦した経験がある。「ひとつ間違えば打たれる」とい

う王選手から感じたあのオーラを柳田選手のフルスイングに感じていたという。「プロ野球選手になれ

たのは、龍監督のおかげ。まさか自分がプロ野球に行けるとは思っていなかった。」 

３ ソフトバンクホークスの王貞治会長との出会い 

２０１０年ドラフト会議。２位は、柳田選手以外を指名する方向で固まっていた。しかし、王会長が

「待て、指名候補者の中で、誰が一番飛ばすんだ？」と尋ねると、スカウトが「柳田です。」と即答。

寸前のところで指名が柳田選手に切り替えられた。入団１年目１軍出場は、わずか４試合。まったく結

果が出せなかった。しかし、王会長は、「柳田のバッティングには手をつけるな。」とコーチ陣に伝え

た。柳田のバッティングは、理にかなったものであることを確信していたという。その後柳田選手は、

王会長の眼力通り、現在リーグを代表するスラッガーへと成長した。 

皆さんも日々、『運命を変える出会い』を気づかないうちに経験しているのかもしれません。運命を

変えるのは、自分の心の持ちようなのかもしれません。いろんな人の話を自分のこととして捉える謙虚

な姿勢が大切です。よく「傾聴力」と言われます。そして、柳田選手のように、失敗を恐れず、あらゆ

る場面でフルスイングしていきましょう。  



１１月になり、少しずつ冬が近づいていま

す。気温も低くなり、体調を崩し易くなる季

節です。７３回生には、体調管理を徹底し、

これからも欠席することなく大切な日々を全

うしてほしいと思います。 

話は変わりますが、１１月１８日（水）に

は、共通テスト受験者を対象に進路講演会が

行われました。講師に昨年度も話をしていた

だいたベネッセコーポレーション顧問の田川

祐治先生をお招きし、「執念で合格を勝ち取

ろう」という演題のもと熱い言葉で激励をし

ていただきました。講演会後の感想には「こ

れまで自分の意識が甘かった。残り時間は少

ないけど最後までがんばって絶対に合格しよ

うと思った。」「合格への思いを再確認でき

た。これからも全力で学習します。」とあ

り、多くの生徒が田川先生からエネルギーを

もらったようでした。共通テストまで残りわ

ずかですが、７３回生は合格に向けて、全力

で頑張ってくれることと思います。 

また、１２月１５日（火）からは三者面談

となります。希望される保護者の方を対象に

するものでありますが、進

路が未決定のお子様につき

ましては、受験校の方向性

を三者で共有しお子様の今

後の頑張りを促す重要な機

会です。お忙しいことと思

いますが、どうぞよろしく

お願いします。 

 １１月は文化祭がありました。５クラスそ

れぞれが持ち味を発揮し、動画の作成や劇の

上演、授業や研究の発表をしてくれました。

文化祭という大きな行事を通して得た仲間と

の絆や達成感を忘れないようにして欲しいと

思います。 

また、留学生のケイトリンさんが11月末に

壱岐を離れ、オーストラリアに帰国しまし

た。約1年間74回生の生徒と共に学校生活を

送りました。もともと日本文化が好きだった

彼女が、壱岐での生活を通して、さらにその

素晴らしさを発見してくれたことを期待する

と同時に、今後の彼女の更なる活躍を心から

応援したいと思います。 

さて、12月には希望される保護者の方を対

象に三者面談が控えています。「3年次にすべ

きことは2年次から始める」という視点で、現

状の把握と共に未来への準備を保護者の方と

ご確認する機会

になればと思い

ます。どうぞよ

ろしくお願いい

たします。 

 

文化祭が無事に終了しました。コロナ禍の

影響を受け、限られた時間・予算・場所の中

でしたが、各クラスがステージ発表や動画上

映を成功させました。どのクラスも様々な創

意工夫を凝らしたものでした。ダンスや演劇

で自ら演じることに加えて、画像編集やパ

ワーポイントで学習発表を演出するなど、現

代のニーズに応じた表現もありました。発表

成功の裏には皆で話し合い、内容を練り、自

分の得意分野を活かした関わりをするなど、

仲間との協力があったと思います。今回の取

組が今後の高校生活に活かされるとことを願

います。文化部や有志団体の発表も見事なも

のでした。 

現在２学期期末考査を実施中しています。

２週間前に考査範囲を発表し、計画的な学習

ができる環境を整えました。年末を目前に控

え、学習時間や余暇時間の使い方など、日々

の生活を再度見直しましょう。また、これか

ら寒くなりますの

で、校内マラソン

大会へ向けた体調

管理も大切です。

保護者の皆様、ご

支援よろしくお願

いいたします。 

             

        

 

 

 

第 １ 学 年 より 

第 ２ 学 年 より 

第 ３ 学 年 より 

←11/12に実施 

された薬物乱用防止

講話の様子 



12月行事予定 ①１年 ②２年 ③３年  壱岐高Topics! 

壱岐高等学校 煌雪祭（文化祭） 
 

  

   

（実行委員会エンブレム） 

テーマ 

「小さな島の物語～未来へ繋ぐ僕らの笑顔～」 

１１月１１日（水）終日（創立１１１年目の１１

月１１日）に実施しました。 

●文化祭を終えて 

文化祭実行委員長  ２年２組 後藤 凛 

 今回の文化祭は例年とは違い、密を避けての

開催となりました。戸惑うことも多くあり、実行

委員長としてのプレッシャーも強かったです

が、実行委員、各文化委員の全員が協力してくれ

たおかげで成功することができました。今回私

が特に力を入れたのが、開会セレモニーです。開

閉会式部門の皆で一から何をするか話し合い、

動画制作に決まりました。どんな内容にするか

皆でこだわり、とても良い作品ができました。当

日はこの最初の演目で勢いをつけることができ

たのではないかと思います。今回の様な状況の

中で成功できたことは、私の自信にも繋がった

と感じています。全体を通して、難しい状況の中

でも、各部門で協力して進めていくことで、生徒

会のチームワークも高まったのではないかと思

います。今回得たことを、今後の活動にいかして

いきたいです。 

文化祭副実行委員長 ２年１組 坂本 大知 

 私は文化祭副実行委員長として、今年の文化

祭を成功に導くことに力を尽くすことができた

と思います。今年の文化祭は、新型コロナウイル

スの影響で、実施そのものが可能かどうか心配

でしたが、壱岐高校が一体となって成功させる

ことができて良かったです。今年の生徒会総務

は、とても難しい中、文化祭に向かって、一人ひ

とりが知恵を絞りお互い協力し合うことができ

たと思います。私は今回の文化祭を通して、人と

の連絡や繋がりの大切さを感じました。他の実

行委員にうまく指示することは難しかったです

が、貴重な経験になりました。今回培ったものを

今後の活動にいかしていきたいです。 

1 火 期末考査①②③   

2 水 特別時間割①②   

3 木 消費者教育①   

4 金    

5 土 GTEC①② 大学入学共通テストプレ(駿台)③  

6 日 大学入学共通テストプレ(駿台)③   

7 月    

8 火 進路決定者集会③ 朝の挨拶運動(～10日)  

9 水    

10 木    

11 金    

12 土 
土曜学習会③ 中国語スピコン①②（京都）  

離島留学生三者面談(～15日）              

13 日 コース発表会   

14 月    

15 火 三者面談   

16 水 三者面談   

17 木 三者面談   

18 金 三者面談   

19 土 県下一斉テスト(３教科)①②   

20 日 文化部合同発表会  

21 月    

22 火    

23 水 校内マラソン大会①② 特別時間割③  

24 木 大掃除 終業式 学年集会  

25 金 冬季補習①②③   

26 土 冬季補習①②③   

27 日 冬季補習①②③   

28 月 大学入学共通テストプレ(北予備)③  

29 火 
年末休暇               

大学入学共通テストプレ(北予備)③  

30 水 年末休暇   

31 木 年末休暇   



～Shane先生コラム～ 

This month, I went to the aquarium in Fukuoka. At the aquarium, I saw a mantis shrimp! 

There are so many interesting things about this animal. I will just talk about one. They can 

see many more colors than us. This may be difficult to explain, but I will try my best. In our 

eyes, we have photoreceptors for light. Human beings can see light in three colors: red, blue, 

and green. Mantis shrimp see light in 12-16 different colors. Scientists believe that mantis 

shrimp are able to see cancer cells. Now, they are researching how to use the mantis shrimp 

as a camera for cancer patients. Pretty cool, right? 

11月9日（月）１、２年生を対象に、「進

路ガイダンス」を実施しました。17の大学・

専門学校の先生方にご来校いただき、それぞれ

の専門分野について講義をしていただきまし

た。生徒たちは、講義を通して、学んだことが

社会でどのように役立つのかを知ることがで

き、これからの高校生活での学びを考えるきっ

かけとなったようです。 

さて、今年も残すところ一ヶ月となりまし

た。3年生の共通テストに向けたカウントダウ

ンも、日々めくられています。つい時間の流れ

に置き去りにされ、気持ちが焦りそうになりま

すが、こんな時こそ平常心で、一日一日を大切

に過ごしてほしいです。そして、毎日頑張った

自分を褒めてほしいです。生徒の皆さんそれぞ

れが、悔いのない節目を迎えることができるよ

う、日々向上を目指し過ごしていきましょう。 

 

 

 

 

 

～煌雪祭の思い出～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進 路 支 援 部 よ り 

第１４回全国高校生歴史フォーラムで 

知事賞を受賞しました！   

奈良大学主催の歴史フォーラムで１１４件の応募の中から上

位５位の優秀賞に選ばれ、１１月１４日に奈良大学でプレゼ

ンテーションを行ってきました。今年は去年の３位を上回る

２位と躍進を続けています。論文および講評は、奈良大学Ｈ

Ｐで見ることができます。ぜひ、ご覧ください。  

東アジア歴史･     コース 中国語 


